























































                                                  
i  本研究は，一橋大学大学院商学研究科を中核拠点とした 21 世紀 COE プログラム（ 『知識・企業・イノベ
ーションのダイナミクス』 ）から，若手研究者・研究活動支援経費の支給を受けて進められた研究成果の
一部である。同プログラムからの経済的な支援にこの場を借りて感謝したい。 
2 （substitution）とである。これらの機構は組織学習を容易にするが，同時に 3 つの視野の狭窄
（myopia，overlooking）をも併発する。3 つの視野の狭窄とは，第一に短期集中（overlooking of 




































重回帰モデルを推計した。推計対象は，2000 年 1 月～2005 年 12 月に発売された NTT ドコモ（以





















例えば，P503iSの発売リードタイムは，P503iの発売月（2001 年 1 月）からP503iSの発売月（2001 年
















































































































































































した（平均 0.35，標準偏差 0.48）。 
端末の仕様に関しては，さらに④「形状変更の有無」を採用した。具体的には，メーカーごとに，
1 軸回転，2 軸回転，スライド式の各方式が最初に



































































な高いリスクを伴う開発活動である。2000 年 1 月～2005 年 12 月に発売されたオンラインアップデ
ート機能のないドコモ向け全カラー端末 79 機種のうち，不具合が発生した機種は 14 機種である。
このうち，11 機種が「新規アプリケーション」を搭載した端末であり，「新規アプリケーション」を搭載
しない端末 3 機種を大きく上回る。不具合の発生頻度という観点から見ても，「新規アプリケーショ
ン」を搭載した端末では 30.6％（36 機種中 11 機種），「新規アプリケーション」を搭載しない端末で


















































































































































































































































また，「活用」的端末は，NEC では 2000 系，富士通では 600/800 系といった成熟度の低いシリ


























































•5 0 0 系のスペック・ダウン
• 低価格
エントリー端末シリーズ























































































































                                                 
1  筆者による携帯電話端末メーカーの組み込みソフトウェア開発担当者へのインタビューより（2006 年 10 月 5 日，
8:30～10:15）。 
2 2006 年 2 月，富士通，三菱電機，シャープ，ドコモ，ルネサステクノロジは，W-CDMA 端末のプラットフォーム（ベ
ースバンド LSI とアプリケーション・プロセッサのワンチップ LSI，および OS 等の基本ソフトウェア群）の共同開発
と松下電器産業
との間で携帯電話端末の開発子会社の設立方針が発表されている（日本経済新聞，2006年5月30日，11面）。 
3  筆者による携帯電話端末メーカーの組み込みソフトウェア開発担当者へのインタビューより（2006 年 1 月 25 日，
15:00~17:00）。 
4  機種番号に基づく系統図の妥当性は筆者による携帯電話端末メーカーの組み込みソフトウェア開発担当者への
インタビューで確認した（上記に加え，2006 年 9 月 19 日，10:00～11:30）。 
5  したがって，OS の変更等は含まない。 





9  具体的には「新規アプリケーション」を搭載しているにも拘らず，発売リードタイムが 4 ヶ月以下の端末と定義した。 
10  オンラインアップデート機能が搭載されている端末は除外した。 
11  さらに，平均残差ではなく，各々，中央値による比較も実施したが結果に大きな差はなかった。 
合意を発表している（三菱電機プレスリリース，2006 年 2 月 13 日）。また 2006 年 5 月には NEC参考文献 
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